
  

神奈川労働局では、令和６年２月７日に 

小売業（食品スーパー、総合スーパー等）の

企業を構成員とする今年度２回目の「神奈

川小売業＋Safe 協議会」を開催しました。 

この協議会は、小売業における自主的な

安全衛生活動の促進を図り、地域全体の安

全衛生に対する機運の醸成を推進すること

を目的として令和４年８月に設立し、今回

が通算４回目の開催となります。 

 

（構成員一覧） 

・オーケー株式会社 

・生活協同組合ユーコープ 

・富士シティオ株式会社 

・株式会社クリエイトエス・ディー 

・相鉄ローゼン株式会社 

・株式会社小田原百貨店 

・小田急商事株式会社 

・株式会社たまや 

・株式会社やまか 

・中央労働災害防止協会 

・神奈川産業保健総合支援センター 

・神奈川県 

・神奈川労働局 

 

（オブザーバー参加） 

・イオンリテール株式会社 南関東カンパニー 

・川崎南労働基準監督署 安全衛生課 

 

 冒頭、神奈川労働局（労働基準部長加納

圭吾）から「小売業では転倒や腰痛などの

労働災害が増えており、令和５年において

もこの傾向に変わりはない。この問題の解

決のために業界のリーディングカンパニー

である皆様に集まっていただいた。ぜひと

も積極的な提案や意見をいただきたい。」

と開会挨拶が行われました。 

  

 

（神奈川労働局労働基準部長からの挨拶） 

 

 続いて各企業・団体の自己紹介の後、神

奈川労働局安全課の担当者から小売業にお

ける労働災害発生状況について、「小売業

では転倒災害と腰痛が特に多く発生してい

る。特に転倒災害の割合は全業種を上回っ

ており、高年齢の女性労働者が多く被災し、

その多くが骨折している。労働者の高齢化

も進行しており、転倒災害や腰痛のさらな

る増加が懸念されます。」との説明があり

ました。 

 

（協議会の様子） 

 

 続いて、マックス株式会社オフィスプロ

ダクツ営業部より、「安全表示で人づくり」

として、同社の製品である表示作成機の紹

介や各社の導入事例等の説明がなされまし

た。 
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 説明においては、単に製品の紹介のみで

はなく、表示作成機を活用した「安全表示

を皆で考える活動」、つまり管理活動では

なく、従業員による自主活動が行われ、表

示作成機が従業員間のコミュニケーション

ツールとなり、従業員どうしで作成した安

全表示により、その安全表示が風景化せず、

魂のこもった見える安全活動につなげてほ

しい旨の説明がありました。 

 

（マックス株式会社からの説明） 

 

続いて、今までの協議会における活動状

況の報告や今後の活動について協議が行わ

れました。  

（１）ＳＡＦＥコンソーシアム・ＳＡＦＥ

アワードについて 

あらためてＳＡＦＥコンソーシアム

について説明し、未加盟の構成員に参

加を勧奨しました。 

また、構成員である生活協同組合ユ

ーコープが、本協議会での取り組みで

ある「地域・職域連携の健康づくり活

動」に関して、令和５年度ＳＡＦＥア

ワードの企業間等連携部門に応募した

ところ、ブロック賞を受賞されたこと

を紹介しました（別添１）。 

（２）協議会構成員からの報告等 

   各構成員からそれぞれ取組事項の報

告がなされました。 

①モデル店舗における骨健康度測定会

の開催による地域・職域連携の健康づ

くり活動 

生活協同組合ユーコープより、モデ

ル店舗として選定したハーモス荏田に

て、令和５年 10 月に開催された骨健康

度測定会の状況が報告されました。 

測定会は、+Ｓａｆｅ協議会の構成員

であるユーコープ、神奈川労働局、神

奈川県健康増進課のほか、横浜市健康

増進課と横浜国大発のベンチャー企業

であるＵＮＴＲＡＣＫＥＤ（株）の協

力も得て開催されました。 

測定会には、店舗利用者と店舗従業

員あわせて 77 名が参加し、骨健康度測

定結果に基づき横浜市健康増進課の保

健師と栄養士から保健や栄養に関して

のアドバイスを受け、さらにＵＮＴＲ

ＡＣＫＥＤ（株）の転倒リスク可視化

装置の体験も行い、自身の健康状況や

転倒リスクを確認していました。 

参加者に対するアンケート結果から

は、また参加したいとの回答がほとん

どであり、骨の健康や食事、転倒リス

クに関心があることがわかりました

（別添１）。 

②モデル店舗による小売業にマッチし

た安全衛生活動（ＫＹ活動）の実施・

検証 

富士シティオ株式会社より、モデル

店舗にて、中央労働災害防止協会（以

下「中災防」といいます。）の中小規模

事業場安全衛生サポート事業による個

別支援を受けたので、その結果と進捗

の報告がなされました。 

中災防の担当者からの指摘事項や好

事例として取り上げられた事項の紹介

や、サポート事業については専門家の

視点で評価してもらういい機会である



こと、第三者の視点の重要性、手厚い

サービスが無料であり驚いた、などの

感想も述べられました（中災防のサポ

ート事業の資料は別添２）。 

③モデル店舗による腰痛予防体操「これ

だけ体操」の実施・検証 

協議会構成員においてモデル店舗を

選定しています。 

選定次第、中災防の安全衛生サポー

ト事業を活用し、短時間で実施可能な

「これだけ体操」を試行し、その結果

を検証します。 

④その他、各構成員からは自社における

転倒災害をはじめとする労働災害の発

生状況、従業員も高齢化していること

への課題、取り組みなどが発表されま

した。 

中でも神奈川県健康増進課からは、

令和５年度から開始した「働く世代の

女性のための職場訪問エクササイズ事

業」の紹介、そして、その事業の結果を

受けて、来年度は「委託によらず、フィ

ットネスクラブ等と企業を県がマッチ

ングする事業の実施」が予定されてい

ると報告がありました。 

（３）好事例集の作成について 

   令和５年７月に好事例集を作成しま

したが、さらなる内容の拡充を図って

いく予定です。（好事例集は神奈川労

働局ホームページに掲載中）。 

（４）その他（現場見学など） 

   協議会では、今後、同業である小売

業の店舗や、異業種の安全衛生管理を

学ぶために異業種の現場見学なども実

施していきたいと考えています。 

（５）マックス株式会社による表示作成機

の実演等 

   構成員からの報告等が終了した後、

マックス株式会社より、実物の表示作

成機を用いた実演や質疑応答が行われ、

各構成員は表示作成機の動作を確認し

たり、マックス株式会社の担当者に質

問をしたりしていました。 

 

 

（表示作成機の実演の様子） 

 

 神奈川労働局では、協議会で得られた効

果的な災害防止対策を県内の小売事業者に

普及促進を図ります。 

また、順次、協議会のメンバーを拡大す

る予定です。 

食品スーパーを含む小売業の事業者にお

かれましては労働災害防止に向けご理解と

ご協力をお願いいたします。 

 

本件問い合わせ先： 

神奈川労働局労働基準部安全課 

（電話：045-211-7352） 



地域保健と職域保健の連携に基づく
骨健康度測定会開催

「職場」において転倒災害が高水準で推移していること及び「地域」においても高齢化の進展により転倒事故が増えていることを踏まえ、それ
ぞれの課題である『転倒』を主眼として、行政と民間企業が連携・協力し、従業員及び地域の住民を対象とした骨健康度測定会を開催すること
で、転倒しない又は転倒しても怪我をしないような健康づくりの促進を図ります。

目的・背景

評価

・骨密度改善に向け具体的な運動や栄養について知る機会となり、従業員の
健康保持増進意識の向上、労災の予防啓発につながりました。
・地域利用者からも「保健師や栄養士から保健栄養指導を受けることができ
良かった」との声が寄せられ、地域での健康増進、ヘルスリテラシーの向上
につながりました。

取り組んだプロジェクト内容

今後の目標や展望

ユーコープは、持続可能な地域社会づくりに向け、継続
して地域・行政・諸団体と協同して参ります。また、職
場における職員の安全と健康を確保するとともに、快適
な作業環境を構築していきます。

【企業等間連携部門】

＜取り組み内容＞
骨健康度測定会を開催し、骨健康度の測定結果に基づき、横浜市から
派遣された保健師や栄養士から保健栄養指導を行いました。また、
UNTRACKED（株）様による転倒リスク可視化装置体験を行いました。
（神奈川労働局、神奈川県からは事前準備、当日の運営に参加）
＜開催概要・当日参加者＞
日 時：2023年10月13日（金）11時～14時
場 所：ユーコープ ハーモス荏田店（横浜市） 店内
参加者：店舗従業員34名、店舗利用者43名。

事業者名：生活協同組合ユーコープ
業界・業種：小売業
従業員規模：約6,500名
地域：神奈川県、静岡県、山梨県

骨健康度測定 転倒リスク可視化装置の体験保健栄養指導

別添１



別添２




